








要約  福渡班は、平成 2年、「小児期からの成人病予防に関する研究」班(主任研究者  大

国真彦)発足と同時に「コーホート調査実施の基礎的研究」分担研究班としてスタートし

た。平成 4 年には「実態調査実施に関する研究」班となり、9 地域でコーホート調査地区

を設定して実態調査に入った。平成 5年には「小児期からの健康的なライフスタイルの確

立に関する研究」班(主任研究者  福渡靖)の「小児期からの健康増進対策に関する研究」

班に引き継がれた。

  本年平成 8年からは、「小児期からの総合的な健康づくりに関する研究」班(主任研究者

村田光範)の「小児期からの成人病予防に関する研究」班として、コーホート調査を継続

している。当初は、立川市、狛江市、大阪市、東大阪市、静岡県磐田保健所管内、千葉県

芝山町、静岡県伊豆長岡町、三重県河芸町、島根県隠岐郡において 7656 名を対象にして

調査を開始し、平成5年からは島根県出雲市の調査地区が追加されている。

  平成 8年は、追跡調査として第 2回目の生活習慣・家族歴に関するアンケート調査を全

調査地区で実施した。三歳児集団(立川市、狛江市)での回収率は約 40%と低く、今後の調

査方法を検討する必要があることが示唆された。肥満と生活習慣との間で、外食の頻度、

間食の頻度、食事の早さ、運動習慣の各項目と関連が深い結果が得られた。

  トラッキング現象については、肥満、高脂血症、高血圧について、小・中学校児童・生

徒の結果からいづれの項目についてもトラッキング現象が認められた。

  指導ガイドラインは、森尾、山崎が検討を加えた。森尾は、小学校児童に対する保健指

導の実態かち、保護者向けの指導資料の価値か高いこと、月に 1～2 回の指導が行われて

いることを指摘しており、指導ガイドライン作成の参考になろう。山崎は、小児肥満指導

マニュアルについて、肥満の早期発見、肥満児に対する適切な指導方法をまとめた。具体

的な指導方法では、まず、生活調査を適切な調査票を用いて行うための実例を呈示するこ

と、食事指導、運動指導に関する方法をまとめ、チェックするべき医学的項目と指導の評

価にもふれてまとめることにしている。来年度以降に完成し、試用して内容の評価を行う

予定である。

  介入方法は、本年度に教育・指導資料を収集し、これを参考に来年度以降具体的な介入

方法を検討、評価することにしている。現段階では評価まで至っていない。

  健康情報管理システムについては、最も作業が遅れており、本年度に報告する内容はな

いが、地域保健の母子保健情報が、教育委員会の児童生徒の保健情報として活用する方向

性が検討された。


